
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】  

学校名【 京都府立北嵯峨高等学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【Ⅰ Ⅲ Ⅴ 】 

２実施対象者 全校生徒 ８６６名 

スポーツ科学コース生徒 ２年４２名・３年４１名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育科 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（ 総合的な学習の時間 ） 

   （ 総合的な探求の時間 ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

・今まで取り組んできたスポーツを中心に、そのスポーツとの関わ 

りの中で自分がどのように成長したかをふり返り、今後のスポー 

ツとの関わり方を明確にし、豊かなスポーツライフを継続するき 

っかけとする。 

 

・来年に控えたオリンピック、パラリンピック東京大会への興味関 

心を深める。 

 

５取組内容 ・自分をふり返る「自分史」の作成とプレゼンテーション 

         （10月中旬～１月／１月発表） 

学校設定科目「フィジカルトレーニング」（ＰＴ）の授業を活用 

         （３年８組スポーツ科学コース対象） 

 これまで行ってきたスポーツの歴史、スポーツとの出会い、その

スポーツと関わってどのように成長したかを調べ発表する。 

 

・自分が取り組んできたスポーツとオリンピックについて調べ発

表する。    （２年７組スポーツ科学コース対象） 

 

・オリンピック、パラリンピックについて広報新聞製作とプレゼン

テーション   （12月～１月） 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６主な成果 

 

・これまで自分が取り組んできたスポーツを通じて、そのスポー

ツの歴史や競技特性を知り、自分がどのように成長したのかを

ふり返り、今後豊かなスポーツライフを継続するためのビジョ

ンを形成する機会となった。また、後輩を前にして発表する機

会を設け、表現能力の向上を図った。 

・パラリンピックについて調べることで、障がいがあっても様々

な工夫で乗り越え、様々なことに挑戦する姿を見て感動し、勇

気づけられた。オリンピックだけではなく、パラリンピックに

も注目して応援したいとの意見が寄せられた。 

・障がいのある人の困難さを知り、障がいのある人とよりよい共

生社会を実現させるために何ができるのかを気付くきっかけと

なった。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・「自分史」作成は、本校の図書室の書籍やコンピューター検索で

調べ、冊子にまとめ発表時に参加者全員配付した。 

・共生社会について事前学習を行った。 

・本校で実施したオリパラ事業は、学校ＨＰなどで紹介し、地域

や家庭にも広報を行った。 

８主な課題等 ・ＰＣ操作の得手不得手があり、ＰＣ操作の指導に時間が取られ

た。 

・本校の事業は、対象生徒がスポーツ科学コースの生徒と限られ

ており、オリンピック・パラリンピックを推進していくために

は全校生徒に浸透できるような事業を考える必要がある。対象

生徒を広げていきたい。 

・本事業を年度当初に日程調整や計画ができれば、さらに事業を

充実させることができるのではないか。 

９来年度以降の

実施予定 

・オリンピック、パラリンピックが身近に感じられるよう、事業

内容を再考しながら、継続した事業を展開していく。 

 


